


７．設置後の確認項目

８．保守点検

６．施工方法
防爆エリア内では絶対にアドレス設定は実施しないでください。爆発事故の原因となります。
アドレス設定は必ず防爆エリア外で行ってください。
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①アドレス設定  (※アドレス設定器接続用のリード線は別途御準備下さい。)
    感知器のボックスから本体部を外し、アドレス設定器（FZAJ004-P 型）にて設定します。
    アドレス設定器のＳ＋端子を感知器のＳ＋端子に、Ｓ－端子を感知器のＳ－端子にそれぞれ接続します。
    アドレス設定方法の詳細についてはアドレス設定器の取扱説明書をご覧ください。
②ボックスをボックス固定ネジで天井面に取付けてください。
　( ボックス固定ネジピッチ：φ１５２、９０゜間隔 )

③鋼製電線管を固定します。このとき、鋼製電線管とボックスは 500mm 程度離します。
④ケーブルを通して、鋼製電線管の先端から 100mm 程度引き出します。
⑤金属管、可とう電線管、耐圧防爆型ケーブルグランドの順で接続して、ケーブルは耐圧防爆型ケーブ
　ルグランド先端より 300mm 程度引き出します。
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⑥ケーブルを感知器のボックスに通し､ケーブルグランドをボックスに接続後ケーブルグランドのカバーをゆるめます。
⑦クランプを締付けてケーブルを確実に固定します。
⑧カバーを締付けます。また、ケーブルを通さないボックスの横穴はプラグを取付けて塞ぎます。
⑨ケーブル先端処理（丸形 (Ｒ型 ) 圧着端子、絶縁キャップ付、保護テープによるテーピング）をします。
　（配線が容易に外れない処理が必要です）
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⑩ボックスと本体部を突起の方向を合わせて嵌合させ、突起の穴に結束バンドを貫通させます。
　  結束バンドで直径 100mm 程度のリングを作り、リングがゆるまないことを確認後本体部を吊り下げます。
⑪ケーブルの圧着端子を端子台の表示に合わせて接続します。
⑫本体をボックスに六角穴付きボルト（バネ座金付）で固定します。また、締付け順序は対角とします。
    < 注 > シールド付ケーブルを使用する場合はシールドどうしをボックス内で結線してください。
         接地は受信機の接地端子まで接続して、１点アースしてください。

感知器設置後に以下の項目を確認してください。
 (1) 感知器の外観点検
  ・感知器部品に変形がないか
  ・熱気流を妨げる障害物がないか

 (2) 設備状態について
  ・配線は正しく接続されているか
  ・端子室内に配線くずなどが混入していないか
  ・ネジ部品は正しく固定されているか
  ・感知器部品および配管部品は頑丈に固定されているか
  ・ロックナットは確実に締付けられているか

監視対象の状態 FTH011Ａ型加熱試験器
防爆エリア稼動前 ○（使用可）
防爆エリア稼動後 ○（使用可）

HK-3型加熱試験器
○（使用可）
×（使用不可）
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 (3) 感知器試験
　以下のいずれかの感知器試験を行い、感知器が正常に動作することを確認してください。
　①加熱試験器は下表にしたがって使用してください。

防爆電気機器は、危険場所に設置されるため、その据付けおよび保守に際しては、細心の注意が必要です。
 (1) 保守点検上の注意
  ・通電中の点検作業においては、ボックスから本体部を外さないでください。
  ・点検作業者は火気類の携帯はしないでください。
  ・使用工具は防爆用安全工具（ベリリウム合金製）にしてください。
    ( 鋼製工具は、落下や衝撃等により点火源となる恐れがあるため使用しないでください。）
 (2) 感知器点検
　①加熱試験：加熱試験器はＦＴＨ０１１Ａ型を使用します。
　②自動試験：受信機を操作して試験を行います。
９．火災受信機との接続

１０．付属品および工事用材料

１１．仕様

①付属品
品名

結束バンド
施工／取扱説明書

数量

１
１

備考
結線作業用
本書

②工事用材料：以下の材料は感知器には付属しませんので、別途手配してください。
　　　　　　　（ケーブルグランドを１個にした場合はプラグを２個手配してください）

品名
耐圧防爆型ケーブルグランド
プラグ（FJB-1EP など）

数量

1 (2)
2 (1)

備考

圧着端子（外線ケーブル用）
ボックス固定ネジ ( バネ座金付 ) 4

4

G1/2(PF1/2)、ロックナット付 ( 注１)　防爆構造：d2G4
G1/2(PF1/2)、ロックナット付

1.25-4、丸形 (R 形 )、絶縁キャップ、外線ケーブル用
天井取付用 (M6)、ネジ長さは取付方法によります。
必要に応じてナット、アンカーを使用してください。

注１）外線ケーブルに合わせてインナーパッキン、締付け長さを選択してください。

消防検定規格種別
　および型式

定温式スポット型感知器 ( 試験機能付 )
１種 (DC24V、200mA)・公称作動温度 80℃　　非防水型、普通型、再用型

型名

消防検定型式番号
防爆検定規格種別
産安協合格番号
感知器主材
公称作動温度
接続可能受信機
自動試験方法
アドレス設定
使用温度範囲
感知器質量

ＦＤＬ１２７－Ｅ－８０型

感第２９～２６号
ｄ２Ｇ４：耐圧防爆構造
第Ｔ５９２４４号

本体、ボックス：ＡＣ２Ａ－Ｆ　　感熱部：ＳＵＳ３０４
８０℃

Ｒ－２２／２４／２６シリーズ
出力値監視方式

ＦＺＡＪ００４－Ｐ型アドレス設定器
－１０℃～＋６０℃

約２.５ｋｇ（配管部品 ( ケーブルグランド ) は除く）
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②自動試験では 受信機より自動試験を実施し感知器が正常に機能するか確認します。

監視する防爆エリアが稼働前の場合に限ってＨＫ－３型が使用可能です。防爆エリア稼働後は必ず
ＦＴＨ０１１Ａ型を使用してください。ＨＫ－３型を使用すると、爆発事故の原因となります。

注）＊印はケーブルグランドの構成部品です。
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